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「100 年継続する企業をめざして」 
誇りと責任を持って安心と快適をお届けします。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         https://www.nikoh-sng.co.jp 
 

■本  社 〒163-0669 東京都新宿区西新宿 1-25-1 新宿センタービル 36 階 
TEL:03-3344-5711（代表）／FAX:03-3344-5986 

■支  社 東京・神奈川・関東・北海道・新潟・上信・東海・関西・九州 
■営 業 所 札幌・釧路・旭川・帯広・函館・新潟・⾧岡・柏崎・上越・糸魚川・苗場・⾧野・松本 
      ・高崎・さいたま・名古屋・大阪・神戸・福岡・佐世保 
■業務内容 施設運営事業（総合ビルメンテナンス業［設備・清掃・警備］・建物修繕・建物包括診断 

・ホテル客室整備・マンション管理）／プロパティマネジメント事業／介護事業 
■関連会社 二幸ホールディングス株式会社・株式会社アセント・富士防災警備株式会社 

・糸魚川二幸株式会社 
 

 
                        http://hotel-ascent.jp/ 
 

■ホテル アセントイン札幌 北海道札幌市白石区東札幌 3 条 2 丁目 1-3 TEL 011-820-2800 
■ホテル ハミルトン札幌 北海道札幌市中央区南 1 条西 15 丁目 1-238 TEL 011-632-0080 
■ホテル フロンティアいわき 福島県いわき市平字大工町 10-6 TEL 0246-25-1117 
■ホテル アセント浜松 静岡県浜松市中区砂山町 353-1 TEL 053-454-0330 
■ホテル アセントプラザ浜松 静岡県浜松市中区板屋町 2-109 TEL 053-453-2500 
■ホテル サウスガーデン浜松 静岡県浜松市中区砂山町 325-30 TEL 053-451-1800 
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第 36 回文化講演会　弁護士として「法律の
　　制定・改廃を求めて 60 年」春日 寛 �� 4-5
卓話の時間○52

「東急グループ 100 年の街づくりの歩み」髙橋 和夫 � 6-7
郷人会：会報拝見 Part- Ⅳ
東京中之島会 / 首都圏つきがた会 / 東京塩沢会 � 8
令和６年度定時総会開催について������ 9

インフォメーション
「卓話の時間」案内 / 会費納入のお願い 他 � 10-11
義援金報告 / 会議・委員会報告�������12
郷人会：東京松里会 / 新潟越後獅子の会���13
市町村だより○257  ７エリア ������� 14-15
県関連・BOOK・紹介

『越後の名匠　石川雲蝶』/ 魚沼市への観光の旅 �16

４月号目次

石川雲蝶（いしかわ・うんちょう・1814 ～ 1883）は文化 11 年に江戸の雑司ヶ谷 
で生まれ、幕末から明治初期に、主に越後（新潟県）で活動した彫工（彫物師）。
20 歳前後から彫工の活動を始め、32 歳時、越後三条の法華宗・本成寺の修復の 
ため招かれて越後に入る。以後、代表作といわれる西福寺開山堂（現・魚沼市）、 
の天井を飾る「道元禅師猛虎調伏之図」、永林寺（現・魚沼市）の欄間の彫刻など 
多くの作品を残した。かつて、古美術品鑑定家の中島誠之助氏が、NHK のテレビ 
番組で新潟を訪れた折、「これは越後のミケランジェロだ」と感嘆したという。

石川 雲蝶
（彫物師）

◎表紙◎

『チューリップ
フェスティバル』
（胎内市）

胎内市でのチューリップ栽培は、
昭和 30 年代後半から本格的に始
まり「市の花」にもなっています。
フェスティバル会場には 700 品 
種 80 万本の様々な品種のチュー
リップが一堂に咲き誇ります。

昨年からの試みとしてチューリッ 
プイルミネーション（夜間ライト
アップ）を今年も行います。またフ 
ェスティバルでは主に胎内市内の 
飲食・菓子店さんが出店し「胎内の
味」をご堪能いただけます。

西福寺（開山堂）・「道元禅師猛虎調伏之図」

NIIGATA《名作・至宝》GALLERY
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「
消
費
者
に
密
着
」し
た
テ
ー
マ
に

会
員
一
同
熱
心
に
耳
を
傾
け
る

　
第
36
回
文
化
講
演
会
が
、講
師

に
弁
護
士
・
春
日
寛
氏（
県
人
会

相
談
役
）を
お
招
き
し
、80
余
名
の

多
数
の
参
加
者
の
も
と
、県
人
会

館
に
於
い
て
開
催
さ
れ
た
。

　
当
日
の
講
演
内
容
は
、『
弁
護
士

と
し
て「
法
律
の
制
定
・
改
廃
を

求
め
て
60
年
」』と
い
う
演
題
の
も

と
以
下
の
多
岐
に
わ
た
る
６
つ
の

項
目
の
具
体
的
な
案
件
の
解
説
。

・
第
１	

不
当
な
契
約
の
拘
束
力

	

か
ら
の
離
脱

・
第
２ 

少
額
・
大
量
の
被
害

	

の
救
済

・
第
３ 

酒
類(

ア
ル
コ
ー
ル
分
１
度

	

以
上
を
含
む
飲
料)

販
売

	

の
自
由
化
を
求
め
て

・
第
４ 

大
量
生
産
・
大
量
消
費
下

	

に
於
け
る
製
品
事
故
救
済

	

の
適
切
・
効
果
的
な
対
応

・
第
５		「
学
習
指
導
要
領
」は
教
科	

書
作
成
に
あ
た
っ
て
の	

「
金
科
玉
条
」な
る
も
の
か	

ど
う
か

・
第
６	

ゴ
ル
フ
会
員
権
販
売
の

	

適
正
化
を
求
め
て

　
参
加
し
た
会
員
に
と
っ
て
は
、い

ず
れ
も
消
費
者
に
密
着
し
た
テ
ー

マ
だ
っ
た
だ
け
に
、春
日
講
師
の
具

体
的
な
ケ
ー
ス
に
基
づ
く
、懇
切

丁
寧
な
わ
か
り
や
す
い
説
明
に
、

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

◉
講
演
内
容
◉
抜
粋

・
第
１	

不
当
な
契
約
の
拘
束
力

	

か
ら
の
離
脱

　
約
束
は
守
ら
れ
る
べ
き
も
の
で

あ
る
。こ
れ
は
市
民
社
会
の
根
幹
。

「
目
を
開
け
よ
。買
っ
た
も
の
は�

仕
方
が
無
い（
ド
イ
ツ
法
諺
）」

し
か
し
な
が
ら
、こ
の
こ
と
を
強

調
し
す
ぎ
る
と
不
合
理
な
結
果
が

生
じ
る
こ
と
も
あ
る
。

【
ケ
ー
ス
】

ブ
リ
タ
ニ
カ
百
科
事
典
詐
欺

商
法
告
発
事
件

・
告
発
人
　�

日
本
消
費
者
連
盟
創

立
委
員
会

・
告
発
代
理
人
　
川
越
憲
治

　
　
引
き
継
い
で�

春
日�

寛

・
被
告
発
人
　�

ブ
リ
タ
ニ
カ
日
本

支
社
長
外
２
名

【
告
発
事
実
】

　
百
科
事
典
の
カ
ラ
フ
ル
な
挿
絵

を
見
て
い
る
と
、い
つ
し
か
幼
児

で
も
こ
れ
に
慣
れ
親
し
ん
で
自
然

と
英
語
力
が
つ
き
英
会
話
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
。

・
告
発
先�

東
京
地
方
検
察
庁

・
告
発
日�

昭
和
43
年
11
月
２
日

【
相
手
方
の
主
張
】

１
．
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
詐
欺

行
為
は
、し
て
い
な
い
。

２
．
騙
さ
れ
た
と
思
っ
た
ら
支
払

い
を
停
止
す
れ
ば
よ
い
。し
か
し

支
払
っ
て
い
る
以
上
、被
害
者
は

黙
認
し
た
こ
と
に
な
る
。

３
．
本
社
に
は
古
い
購
入
者
の
履

歴
は
残
っ
て
い
な
い
。神
田
あ
た

り
で
古
本
を
安
く
購
入
し
正
式
な

購
入
者
の
よ
う
に
装
い
購
入
代
金

を
返
金
し
て
欲
し
い
と
言
わ
れ
て

も
ブ
リ
タ
ニ
カ
と
し
て
は
対
応
で

き
な
い
。

【
告
発
者
の
主
張
】

１
．
右
記
１
に
つ
い
て
は
、録
音

テ
ー
プ
を
提
出
。

２
．
右
記
２
に
つ
い
て
は
、手
形

（
丸
専
）で
支
払
わ
れ
て
き
た
。手

形
で
あ
る
以
上
、決
済
せ
ざ
る
を

え
な
い
と
考
え
、泣
く
泣
く
決
済

し
て
き
た
。

３
．
右
記
３
に
つ
い
て
は
、そ
う

い
う
者
が
例
え
居
た
と
し
て
も
無

視
し
て
い
い
数
字
で
あ
る
。

【
成
果
】

１
．
被
害
者
同
盟
が
第
１
次
、第

２
次
、第
３
次
と
組
織
さ
れ
総
数

１
７
０
０
名
。総
額
１
億
９
０
０
０

万
円
の
返
金
を
受
け
、未
組
織
の

被
害
者
も
多
数
返
金
を
受
け
た
。

２
．
割
賦
販
売
法
が
改
正
さ
れ
、

我
が
国
で
初
め
て「
ク
ー
リ
ン
グ

オ
フ
」と
い
う
制
度
が
採
用
さ
れ

た
。昭
和
47
年
５
月
24
日
。

司会団・山本ミチ子・実行委員長（左）と
樋口昭・文化委員長（右）

熱心に講演に耳を傾ける参加者たち 講演する春日寛氏（弁護士）

講師・春日 寛 氏
（弁護士・東京新潟県人会 相談役）

主催：（一財）東京新潟県人会館/東京新潟県人会（企画：文化委員会）
日時：令和６年（2024年）２月10日（土）14：00 ～ 16：00

会場：ふれあいふるさと館（県人会館）２Fホール

弁護士として「法律の制定・改廃を求めて60年」
第 36 回 文化講演会

（�4�）



60
％
を
占
め
る
ビ
ー
ル
は
、キ
リ

ン
等
４
社
。21
・
４
％
を
占
め
る�

ウ
イ
ス
キ
ー
は
サ
ン
ト
リ
ー
等�

10
社
。総
括
す
る
と
課
税
収
入
の

80
％
余
は
、キ
リ
ン
、サ
ッ
ポ
ロ
、

ア
サ
ヒ
、サ
ン
ト
リ
ー
、ニ
ッ
カ
、

オ
ー
シ
ャ
ン
等
々
10
社
に
よ
っ
て�

納
税
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

３
．
更
に
税
収
の
う
ち
同
種
の
揮

発
油
税
、物
品
税
と
構
成
比
が
ほ

と
ん
ど
同
一（
４
％
か
ら
６
％
）に

も
か
か
わ
ら
ず
、こ
れ
ら
揮
発
税

や
物
品
税
を
納
め
る
業
者
に
免
許

制
が
と
ら
れ
て
い
な
い
こ
と（
な

お
、現
在
消
費
税
制
度
が
と
ら
れ

る
こ
と
に
よ
っ
て
多
少
違
う
か
も

し
れ
な
い
）等
々
、統
計
表
を
図
示

し
て
主
張
。

【
判
決
】

　
結
果
、原
告
敗
訴
。

 

「
明
白
性
の
原
則
」

　
何
が「
法
律
事
実
：
法
律
の
制

定
を
必
要
と
す
る
事
実
」で
あ
る

か
は
、立
法
府
の
方
が
司
法
よ
り

も
知
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。立

法
府
を
差
し
お
い
て
、司
法
が
違

憲
で
あ
る
等
々
云
う
以
上
は
、余

程
違
憲
性
が「
明
白
で
な
い
」と
司

法
府
は
と
や
か
く
い
え
な
い
。つ

ま
り
、違
憲
で
あ
る
こ
と
が
明
白

で
な
い
限
り
司
法
府
が
違
憲
・
違

法
と
い
え
な
い
と
い
う
こ
と
。

【
裁
判
官
の
法
創
造
の

 

熱
意
の
欠
如
】

　
こ
の
結
論
は
、裁
判
官
に
法
創

造
の
熱
意
が
欠
如
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
。上
目
遣
い
し
か
で
き
な

い
職
業
の
た
め
か
。

　
こ
の
判
決
に
は
上
告
し
な
か
っ

た
。と
い
う
の
は「
規
制
緩
和
」�

と
い
う
こ
と
で
酒
類
販
売
の
免
許

制
が
廃
止
さ
れ
る
動
き
が
出
て
き

た
こ
と
に
因
る
。

 

「
し
た
が
っ
て
、酒
税
法
９
条
は

憲
法
の
職
業
選
択
の
自
由
に
違
反

す
る
規
定
で
あ
っ
て
無
効
で
あ
る

か
ら
、無
効
規
定
に
基
づ
い
て
執

行
さ
れ
た
差
押
処
分
も
ま
た
無
効

で
あ
る
」と
。

【
被
告
国
の
主
張
】

１
．
酒
税
は
重
要
な
税
で
あ
る
。

酒
税
収
入
の
確
保
と
い
う
の
は
、

国
家
財
政
の
見
地
か
ら
も
重
要
な

こ
と
で
あ
っ
て
、そ
れ
を
背
負
う

の
は
酒
類
販
売
業
者
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
酒
類
販
売
業
者
の

経
営
の
安
定
は
無
視
で
き
な
い
。

酒
類
販
売
業
者
を
免
許
制
に
し
て

い
る
の
は
必
要
性
と
合
理
性
が
一

応
是
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら

で
あ
る
。

２
．
致
酔
飲
料
で
も
あ
る（
し
た

が
っ
て
、酒
は
ど
こ
で
も
売
っ
て

よ
い
も
の
で
は
な
い
）。

【
原
告
の
主
張
】

１
．
酒
税
は
製
造
過
程
で
徴
収
さ

れ
る
課
税
制
度
が
採
用
さ
れ
て
お

り
、酒
類
販
売
業
者
は
課
税
義
務

者
で
な
い
。つ
ま
り
蔵
出
し
税
で

あ
る
。

２
．
酒
税
総
収
入
の
う
ち（
昭
和

60
年
度
）に
於
け
る
清
酒
の
構
成

比
は
、全
酒
類
の
14
・
１
％
、ウ�

イ
ス
キ
ー
の
構
成
比
21
・
４
％�

ビ
ー
ル
の
構
成
比
60
％
。こ
の

【
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
】

１
．
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
と
は
、契

約
の
申
込
み
の
段
階
で
は
申
し
込

み
の
無
条
件
撤
回
。契
約
を
締
結

し
た
場
合
、契
約
の
無
条
件
解
約
。

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
と
い
う
制
度
は
、�

こ
の
後
、訪
問
販
売
法
等
に
関
す

る
法
律
や
、消
費
者
契
約
法
等
に

広
く
採
用
さ
れ「
消
費
者
が
不
当

な
契
約
の
拘
束
力
か
ら
自
由
に
離

脱
で
き
る
宝
刀
」と
な
っ
た
。

２
．ち
な
み
に
民
法
に
も
契
約
の

拘
束
力
か
ら
離
脱
す
る
た
め
の
規

定
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。詐
欺

や
脅
迫
に
よ
る
意
思
表
示（
民
法

96
条
）

３
．
し
か
し
、詐
欺
叉
は
脅
迫
さ

れ
た
と
い
う
事
実
は
買
主
の
方
で

立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。こ

の
種
の
契
約
は
相
対（
第
三
者
の

立
ち
合
い
な
し
）で
取
り
交
わ
さ

れ
る
場
合
が
多
く
、立
証
す
る
に

し
て
も
こ
の
こ
と
を
立
証
し
て
く

れ
る
第
三
者
が
い
な
い
こ
と
が
ほ

と
ん
ど
で
あ
る
。

・
第
３	

酒
類（
ア
ル
コ
ー
ル
分
１
度

	

以
上
を
含
む
飲
料
）販
売

	

の
自
由
化
を
求
め
て

【
ケ
ー
ス
】

　
原
告
は
、清
酒
醸
造
場
を
福
島

に
持
ち
、福
島
県
白
河
市
の
範
囲

内
で
の
酒
類
販
売
免
許
を
有
し
、

同
市
内
で
酒
類
の
販
売
業
を
営
ん

で
い
た
も
の
で
あ
る
が
、

１
．
昭
和
56
年
９
月
18
日
は
柏�

市
周
辺
の
地
域
で
、「
日
本
一
酒
の

安
売
王
」、「
カ
ク
タ
の
前
に
カ
ク

タ
な
し
」「
カ
ク
タ
の
後
に
カ
ク
タ

な
し
」等
の
宣
伝
文
を
ば
ら
ま
き
、

柏
市
内
の
駐
車
場
に
て
不
特
定
多

数
の
者
に
対
し
酒
類
を
販
売
。

２
．
同
年
10
月
29
日
松
戸
市
内
に

上
記
同
様
の
方
法
で
酒
類
販
売
。

３
．
更
に
、前
期
同
様
の
方
法
で

水
戸
市
内
で
も
酒
類
販
売
。

　
右
記
１
．
２
．
の
ケ
ー
ス
で
は�

松
戸
税
務
署
が
、３
．
の
ケ
ー
ス

で
は
水
戸
税
務
署
が
、そ
れ
ぞ
れ

の
地
区
を
管
轄
す
る
簡
易
裁
判
所

の
許
可
状
を
と
り
、酒
類
等
の
差

押
処
分
を
執
行（
中
身
は
最
寄
り

の
川
に
流
し
た
と
の
こ
と
）

　
私（
春
日
）は
前
記
３
の
差
押
処

分
者
の
無
効
確
認
訴
訟
の
代
理
人

に
就
任
し
、国
を
被
告
と
し
て
、水

戸
地
方
裁
判
所
に
提
訴
。

　
理
由
は
、酒
税
法
９
条
に
よ
っ

て
、酒
類
の
販
売
を
酒
類
販
売
業

者
に
独
占
さ
せ
て
お
り
、他
の
者

が
自
由
に
こ
れ
を
販
売
す
る
の
を

禁
じ
て
い
る
の
は
、憲
法
22
条
が

認
め
て
い
る「
職
業
選
択
の
自
由
」

に
反
対
す
る
行
為
で
あ
る
。

　
講
演
終
了
後
、16
：
30
～
18
：
00
、�

会
場
の〝
し
つ
ら
え
〟を
変
え
、会
食
・

交
流
・
懇
談
の「
懇
親
会
」。会
場
内
の

雰
囲
気
も
、リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
も
の
に�

一
変
。各
処
で
春
日
講
師
を
囲
ん
で
の

歓
談
の
輪
が
広
が
り
最
後
は
カ
ラ
オ
ケ�

大
会
と
な
り
、内
容
の
濃
い
充
実
し
た
、�

そ
し
て
な
に
よ
り
も〝
楽
し
い
〟一
夜

と
な
っ
た
。

「
講
演
会
」後
は
講
師
を
囲
ん
で
の

「
懇
親
会
」で〝
楽
し
い一夜
〟に

（�5�）



今
回
の「
卓
話
の
時
間
」は
２
０
２

２
年（
令
和
４
年
）９
月
２
日
に
、

創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
た
東
急

株
式
会
社
の
代
表
取
締
役
副
会
長

髙
橋
和
夫
氏
か
ら
、東
急
グ
ル
ー

プ
が
時
代
の
変
化
に
適
応
し
な
が

ら
国
や
都
市
・
地
域
の
発
展
と
と

も
に
着
実
に
成
長
し
て
き
た
歩
み

と
、こ
れ
か
ら
の
東
急
に
つ
い
て

お
話
し
い
た
だ
い
た
。

１
．
東
急
グ
ル
ー
プ
の
概
要

東
急
グ
ル
ー
プ
は
、
２
２
０
社

７
法
人
（
２
０
２
３
年
９
月
30
日

時
点
）
か
ら
な
る
企
業
グ
ル
ー
プ

で
、
東
急
株
式
会
社
は
グ
ル
ー
プ

の
中
核
会
社
。２
０
１
９
年
に「
東

京
急
行
電
鉄
株
式
会
社
」か
ら「
東

急
株
式
会
社
」
に
商
号
変
更
し
、

鉄
軌
道
事
業
は
、
会
社
分
割
に
よ

り
新
設
さ
れ
た
「
東
急
電
鉄
株
式

会
社
」
が
担
っ
て
い
る
。

　
２
０
２
３
年
度
の
業
績
予
想
は
、

連
結
子
会
社
を
含
む
営
業
収
益
約

１
兆
円
、営
業
利
益
８
５
０
億
円
。

「東急グループ 100 年の街づくりの歩み」
卓話者：髙橋 和夫氏（東急株式会社 代表取締役副会長 魚沼市小出 出身）

◉
開催日時：令和 6年 1月 16日（火）15：00～ 17：00
開催場所：ふれあいふるさと館（県人会館）２Fホール

第 52 回　「卓話の時間」

２
．
街
づ
く
り
の
歩
み

東
急
グ
ル
ー
プ
の
源
流
は
、

１
９
１
８
年
に
急
激
な
都
市
化
が

進
み
人
口
集
中
に
よ
る
住
宅
環
境

の
悪
化
を
見
据
え
て
、
郊
外
の
緑

豊
か
な
住
宅
地
か
ら
都
心
へ
電
車

で
通
勤
す
る
と
い
う
生
活
ス
タ
イ

ル
を
世
に
提
示
し
、
洗
足
・
田
園

調
布
等
の
住
宅
開
発
を
実
施
し
た

渋
沢
栄
一
翁
が
発
起
人
の
「
田
園

都
市
株
式
会
社
」
で
あ
る
。
そ
の

鉄
道
部
門
を
別
会
社
と
し
た
の

が
、
１
９
２
２
年
に
設
立
さ
れ
た

「
目
黒
蒲
田
電
鉄
株
式
会
社
」（
現

東
急
株
式
会
社
）
で
あ
り
、
目
蒲

線
（
現
在
の
目
黒
線
の
一
部
お
よ

び
東
急
多
摩
川
線
）、
東
横
線
な

ど
を
開
業
し
た
。
第
二
次
世
界
大

戦
後
、
東
京
都
区
部
の
人
口
が
膨

張
し
、
住
宅
不
足
が
深
刻
化
す
る

と
、
当
時
会
長
だ
っ
た
五
島
慶
太

翁
は
、
多
摩
川
西
南
部
の
広
大
な

丘
陵
地
に
着
目
し
た
。
当
時
は
タ

ヌ
キ
が
出
る
よ
う
な
山
で
、
国
道

２
４
６
号
線
が
細
々
と
あ
っ
た
の

み
と
聞
い
て
い
る
。
こ
こ
に
都
心

と
の
交
通
幹
線
（
現
在
の
田
園
都

市
線
な
ど
）
を
敷
く
と
と
も
に
大

規
模
な
住
宅
を
開
発
し
て
「
田
園

都
市
」
を
形
成
す
る
こ
と
を
構
想

し
た
。
そ
れ
が
１
９
５
３
年
に
発

表
さ
れ
た
「
城
西
南
地
区
開
発
趣

意
書
」
で
あ
り
、
後
に
地
域
の
皆

さ
ま
と
と
も
に
開
発
を
進
め
る
こ

と
に
な
る
多
摩
田
園
都
市
へ
と
つ

な
が
っ
て
い
く
。
当
社
は
、
公
共

交
通
整
備
と
土
地
開
発
の
2
つ
を

ル
ー
ツ
と
し
、
互
い
に
成
長
の
エ

ン
ジ
ン
と
な
る
こ
と
で
こ
れ
ま
で

発
展
し
て
き
た
。
街
づ
く
り
事
業

を
通
じ
て
社
会
課
題
の
解
決
に
取

り
組
み
、
時
代
の
変
化
に
適
合
し

な
が
ら
、
常
に
新
し
い
価
値
を
提

供
し
、
地
域
と
と
も
に
着
実
に
成

長
す
る
こ
と
、
そ
れ
が
東
急
の
Ｄ

Ｎ
Ａ
で
あ
る
。
田
園
都
市
線
が
１

９
６
６
年
に
長
津
田
駅
ま
で
の
延

伸
し
た
こ
と
と
合
わ
せ
て
、
多
摩

田
園
都
市
で
は
、
土
地
区
画
整
理

事
業
が
本
格
化
し
、区
画
整
理
後
、

拠
点
駅
周
辺
に
お
け
る
商
業
施
設

の
継
続
的
な
開
発
や
、
同
地
区
を

モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
た
街
づ
く
り

の
地
方
へ
の
展
開
や
ホ
テ
ル
な
ど

の
海
外
事
業
を
始
め
た
。
ま
た
、

豊
か
に
な
る
社
会
の
中
で
多
様
化

す
る
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
３

Ｃ
（
カ
ル
チ
ャ
ー
・
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
・

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
）
事
業
の
展

開
や
街
の
成
熟
に
合
わ
せ
た
さ
ま

ざ
ま
な
機
能
の
導
入（
オ
フ
ィ
ス
、

研
究
開
発
拠
点
、文
化
施
設
、ホ
ー

ル
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
）
な
ど
提
供

価
値
の
質
を
深
め
、
領
域
を
拡
大

（ 6 ）



５
．
東
急
歌
舞
伎
町
タ
ワ
ー

当
社
は
、
こ
れ
ま
で
様
々
な
街

づ
く
り
を
進
め
て
き
た
が
、
単
に

ハ
ー
ド
面
を
手
掛
け
る
だ
け
で
な

く
、
心
の
豊
か
さ
を
実
現
す
る
た

め
、
文
化
・
芸
術
に
も
注
力
し
、

そ
の
知
恵
、
知
識
を
着
々
と
積
み

上
げ
て
き
た
。
戦
後
の
１
９
５
６

年
に
は
、
渋
谷
と
新
宿
に
文
化
会

館
を
同
日
に
開
業
し
、
文
化
・
芸

術
発
信
の
拠
点
づ
く
り
を
進
め

た
。
そ
の
跡
地
の
再
開
発
で
あ
る

東
急
歌
舞
伎
町
タ
ワ
ー
で
も
こ
の

点
を
し
っ
か
り
と
踏
ま
え
、
ホ
テ

ル
、エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト（
劇

場
、
映
画
館
、
ラ
イ
ブ
ホ
ー
ル
）、

商
業
の
機
能
に
特
化
し
て
い
る
。

訪
れ
る
際
の
ア
ク
セ
ス
、
街
の
回

遊
性
が
き
ち
ん
と
担
保
さ
れ
て
い

な
い
と
、
そ
れ
が
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク

に
な
っ
て
、
街
の
発
展
が
阻
害
さ

れ
る
と
考
え
、
今
回
の
東
急
歌
舞

伎
町
タ
ワ
ー
の
開
業
で
は
、
空
港

へ
の
リ
ム
ジ
ン
バ
ス
が
入
っ
て
こ

ら
れ
る
よ
う
に
周
辺
道
路
を
整
備

し
、
非
常
に
便
利
に
ア
ク
セ
ス
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
周
辺
道
路

を
整
備
し
た
こ
と
で
、
こ
の
街
の

外
側
の
地
域
に
も
波
及
効
果
が
生

ま
れ
、
こ
れ
ま
で
足
を
運
ん
で
こ

ら
れ
な
か
っ
た
人
た
ち
を
は
じ

め
、
多
種
多
様
な
方
た
ち
が
歌
舞

伎
町
を
訪
れ
て
く
れ
る
。
な
か
で

も
若
い
女
性
が
大
勢
訪
ね
て
く
れ

る
よ
う
に
な
れ
ば
、
こ
の
街
の
雰

囲
気
は
相
当
変
わ
る
だ
ろ
う
。「
こ

の
街
に
来
れ
ば
楽
し
い
、
新
し
い

発
見
が
あ
る
」
と
い
う
も
の
を
常

に
提
供
し
て
い
き
た
い
。

６
．
こ
れ
か
ら
の
東
急

当
社
は
創
業
以
来
、
街
づ
く
り

を
通
じ
た
社
会
課
題
解
決
に
取
り

組
ん
で
き
た
。
当
社
の
姿
勢
は
今

後
も
変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
２
０
１
９
年
に
発
表
し
た
長

期
経
営
構
想
、
そ
し
て
そ
の
先
に

見
据
え
て
い
る
将
来
の
姿
、
多
様

化
・
複
層
化
す
る
ニ
ー
ズ
を
取
り

組
み
、
リ
ア
ル
と
デ
ジ
タ
ル
の
融

合
に
よ
る
次
世
代
の
自
律
分
散
型

街
づ
く
り
に
向
け
て
、
着
実
に
歩

み
を
進
め
て
い
る
。

講
演
の
後
、
参
加
者
と
の
質
疑

応
答
が
行
わ
れ
た
。

　
　
　
◉

高
橋 

和
夫
（
た
か
は
し 

か
ず
お
）
氏

１
９
５
７
年 

新
潟
県
北
魚
沼
郡
小
出

町
（
現
・
魚
沼
市
）
で
生
ま
れ
る
。

１
９
８
０
年 

東
京
急
行
電
鉄
株
式
会

社
（
現
・
東
急
株
式
会
社
）
に
入
社

２
０
１
８
年 

東
急
株
式
会
社 

代
表
取

締
役
社
長
に
就
任

２
０
２
３
年 

同
社 

代
表
取
締
役
副
会

長
に
就
任
（
現
）

駅
周
辺
の
建
物
の
４
階
部
分
に
ス

カ
イ
ウ
ェ
イ
の
よ
う
な
回
廊
を
作

り
、
宮
益
坂
の
上
か
ら
道
玄
坂
の

上
ま
で
つ
な
げ
る
計
画
を
立
て
て

い
る
。
各
建
物
の
地
下
３
階
か
ら

４
階
ま
で
に
ア
ー
バ
ン
コ
ア
を
設

置
す
る
こ
と
で
縦
移
動
も
で
き
、

渋
谷
駅
周
辺
の
縦
横
の
移
動
が
自

由
に
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た

ゆ
っ
た
り
と
過
ご
せ
る
よ
う
建
物

だ
け
で
な
く
広
場
を
作
る
よ
う
に

し
て
い
る
。

し
た
。
そ
の
一
方
で
、
１
９
７
７

年
に
新
玉
川
線
（
現
在
の
田
園
都

市
線
渋
谷
～
二
子
玉
川
）
の
開
通

や
半
蔵
門
線
（
１
９
７
８
年
）、

南
北
線
・
三
田
線（
２
０
０
０
年
）、

み
な
と
み
ら
い
線
（
２
０
０
４

年
）、副
都
心
線
（
２
０
１
３
年
）、

相
鉄
線
（
２
０
２
３
年
）
な
ど
他

社
局
と
の
相
互
直
通
運
転
に
よ
る

鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
充
な
ど

に
よ
り
更
な
る
交
通
利
便
性
を
追

求
し
て
き
た
。

３
．
沿
線
外
で
の
事
業
展
開

沿
線
で
の
事
業
を
通
じ
て
得
た

強
み
を
生
か
せ
る
領
域
・
地
域
へ

の
事
業
展
開
を
行
い
、
事
業
地
域

に
お
け
る
街
の
活
性
化
と
美
し
い

生
活
環
境
の
創
造
に
寄
与
し
て
い

る
。
空
港
運
営
事
業
は
、
安
全
を

基
軸
と
し
て
交
通
イ
ン
フ
ラ
事
業

と
の
親
和
性
が
高
く
、
当
社
グ

ル
ー
プ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
生
か
せ
る

新
事
業
と
し
て
各
地
域
の
空
港
運

営
受
託
を
進
め
て
い
る
。
空
港
運

営
を
足
掛
か
り
と
し
て
、「
東
北
」

「
静
岡
・
伊
豆
」「
北
海
道
」「
広
島
」

な
ど
の
地
域
に
お
い
て
、
既
存
の

グ
ル
ー
プ
事
業
と
連
携
し
、
相
互

成
長
を
目
指
し
て
い
る
。
ま
た
、

職
住
遊
環
境
の
整
備
と
バ
ス
事
業

の
両
輪
に
よ
る
公
共
交
通
一
体
型

の
街
づ
く
り
を
成
長
著
し
い
ベ
ト

ナ
ム
で
展
開
し
て
い
る
ほ
か
、
タ

イ
に
お
け
る
分
譲
・
賃
貸
住
宅
事

業
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
宅
地

開
発
事
業
や
都
市
開
発
事
業
（
イ

ン
フ
ラ
整
備
、
雇
用
促
進
事
業
）

も
推
進
し
て
い
る
。

４
．
渋
谷
駅
周
辺
の
再
開
発

１
９
２
３
年
に
「
東
横
線
渋
谷

駅
」
が
開
業
し
て
以
降
、「
東
急

百
貨
店
東
横
店
」、「
東
急
文
化
会

館
」
な
ど
を
開
業
し
た
が
、
東
横

線
渋
谷
駅
の
地
下
化
お
よ
び
副
都

市
線
と
の
相
互
直
通
運
転
の
開
始

す
る
こ
と
が
決
定
し
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
、
渋
谷
駅
周
辺
の
再

開
発
事
業
が
始
ま
っ
た
。
２
０
１

２
年
に
東
急
文
化
会
館
の
跡
地
に

「
渋
谷
ヒ
カ
リ
エ
」
を
開
業
し
た

こ
と
を
皮
切
り
に
、
２
０
１
８
年

に
東
横
線
渋
谷
駅
の
跡
地
に
「
渋

谷
ス
ト
リ
ー
ム
」
を
開
業
し
、
２

０
１
９
年
に
東
急
百
貨
店
東
横
店

跡
地
に
「
渋
谷
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
ス

ク
エ
ア
」の
第
1
期
を
開
業
さ
せ
、

今
後
、
第
2
期
開
業
も
控
え
て
お

り
、
100
年
に
一
度
と
言
わ
れ
る
大

規
模
開
発
が
進
む
。
渋
谷
は
す
り

鉢
型
の
街
な
の
で
、
高
低
差
が

あ
っ
て
歩
き
づ
ら
い
。
そ
こ
で
、

将
来
的
な
構
想
と
し
て
は
、
渋
谷

（ 7 ）



地区県人会・郷人会だより
■
東
京
中
之
島
会
の
故
郷
、

長
岡
市
中
之
島
は
、
越
後
平

野
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、

弥
彦
山
や
守
門
岳
を
そ
の
背

景
に
穀
倉
地
帯
が
大
き
く
広

が
っ
て
い
る
。会
の
創
立
は
、�

平
成
７
年
２
月
19
日
（
創
立

時
会
長
・
阿
部
俊
六
）。
現

会
員
数
は
約
１
０
０
名
。

■『
東
京
中
之
島
会
々
報
』は
、�

年
２
回
、２
月
、８
月
に
発
行
。

会
員
及
び
故
郷
全
家
庭
に
配

布
さ
れ
て
い
る
。
会
報
の
体

裁
は
、
判
型
・
Ａ
４
判
・
ア
ー

ト
紙
・
表
紙
共
全
16
頁
・
オ
ー

ル
カ
ラ
ー
。

■
最
新
号
№
58
拝
見
―
―

・
表
紙
　�

新
年
会
等
催
事
の�

写
真
　
目
次

・「
新
年
に
思
う
こ
と
」

　
会
長�

今
泉
昭
市
…
…
２

■
首
都
圏
つ
き
が
た
会
は
、

平
成
14
年
（
２
０
０
２
年
）

10
月
に
創
立
。
当
時
、
間
近

に
迫
っ
た
市
町
村
合
併
を
見

据
え
て
の
、旧
月
潟
村
村
長
・

金
子
由
征
氏
の
「
村
出
身
者

の
心
の
拠
り
所
と
な
る
交
流

の
場
を
確
保
し
た
い
」
と
い

う
願
い
か
ら
会
発
足
が
実
現
。

平
成
17
年
（
２
０
０
５
年
）

３
月
、
古
い
歴
史
と
独
特
な

文
化
の
匂
い
を
持
つ
旧
月
潟

村
は
、
新
潟
市
南
区
に
組
み

込
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

■
会
報『
首
都
圏
つ
き
が
た
会

だ
よ
り
』の
体
裁
は
、判
型・�

Ａ
４
判
普
通
紙
、表
紙
共
全
６�

頁（
Ａ
３
判
二
つ
折
り
、Ａ
４�

一
枚
挟
み
込
み
）。豊
富
な
写�

真
が
組
み
込
ま
れ
た
見
事
な�

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
な
仕
上
が
り
。

■
東
京
塩
沢
会
は
、
平
成
元

年
（
１
９
８
９
年
）
７
月
、�

１
．�

首
都
圏
に
在
住
す
る
旧�

塩
沢
町
出
身
の
同
郷
者�

同
士
で
親
睦
を
図
る

２
．�

会
を
通
じ
て
故
郷
と
の�

親
善
交
流
を
深
め
、
そ�

の
発
展
に
資
す
る

と
い
う
目
的
で
発
足
。

平
成
16
年
（
２
０
０
４
年
）

塩
沢
町
、六
日
町
、大
和
町
の�

旧
・
三
町
が
合
併
、現
・
南
魚�

沼
市
が
誕
生
し
て
い
る
。

■
『
東
京
し
お
ざ
わ 

東
京
塩 

沢
会
会
報
』の
体
裁
は
、判
型・�

Ｂ
５
判
・
ア
ー
ト
紙
表
紙
共

全
８
頁
。各
頁
、５
段
組
で
整�

然
と
し
た
レ
イ
ア
ウ
ト
。

年
１
回
１
月
に
発
行
、
会
員

並
び
に
地
元
の
関
係
各
所
に

配
布
さ
れ
て
い
る
。

・「
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
」

　
長
岡
市
中
之
島
支
所
長

�

田
中
剛
…
…
…
３

・「
令
和
６
年
新
年
会
」

�

…
…
…
４
～
６

以
下
、「
会
員
の
広
場
」
７
／�

「
芸
能
・
産
業
ま
つ
り
」
８

／
「
ふ
る
里
便
り
」
10
～
11

　
　
…
…
…

・「
中
之
島
地
域
情
報
」
14

・「
お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー
」
15

・「
令
和
５
年
度
第
51
回
中�

　
之
島
展
」
16
・
裏
表
紙

■
発
行
：
東
京
中
之
島
会

■
編
集
：
広
報
委
員
会

■
事
務
局
：

〒359-1162

所
沢
市
和
ヶ
原
２-

140-

43

　
　
　
　
　
　
大
竹 

昭
三

T
EL

：042-948-7382

■
最
新
号
第
26
号
拝
見
―

・
表
紙
「
今
年
の
懇
親
会
は
、

『
月
潟
お
は
な
し
の
会
』
の�

民
話
語
り
で
ふ
る
さ
と
に
想

い
を
馳
せ
て
み
ま
せ
ん
か
？
」

「
老
い
を
咲
い
て
生
き
る
、

決
意
と
挑
戦
」
会
長�

鏡�

實

・
２
０
２
３
年
イ
ベ
ン
ト

Ｊ
Ａ
Ｌ
ス
カ
イ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

工
場
見
学
ツ
ア
ー

・
昨
年
の
総
会
の
様
子

　
見
開
き
・
写
真
構
成

・
会
計
報
告
書

■
首
都
圏
つ
き
が
た
会

　
事
務
局
：

・
幹
事
長
：
田
邊 

雅
美

　090-4590-3986

・
ふ
る
さ
と
事
務
局
：

　
　
　
　
　
金
子 
繁
作

090-2673-2755
025-375-2396

（FA
X

）

■
最
新
号
第
31
号
拝
見
―

・
表
紙�

写
真
「
中
野
よ
り
巻�

機
山
を
望
む
」（
提
供
・
青
木

要
一
）「
年
頭
の
ご
挨
拶
」

会
長�

高
橋�

幹
夫

・「
新
年
の
ご
挨
拶
」

　
　
南
魚
沼
市
長�

林�

茂
男

・「
令
和
５
年
度
総
会
及
び

　
　
懇
親
会
報
告
」

　
　
…
…
…

・「
卯
年
大
祭
万
歳
」

　
　
高
橋
文
治
郎（
中
子
出
身
）

・
俳
句�

貝
瀬
信（
小
松
沢
出
身
）

■
発
行
：
東
京
塩
沢
会

■
編
集
：
東
京
塩
沢
会

　
　
　
　
会
報
委
員
会

■
東
京
塩
沢
会
事
務
局

 

〒143-0016

東
京
都
大
田
区
大
森
北

６-

24-

10-

302

T
EL

：080-1334-6236

東
京
中
之
島
会

�

会
長・今
泉�

昭
市

首
都
圏
つ
き
が
た
会

�

会
長・鏡�

實

会報拝見
Part-Ⅳ
４

会報拝見
Part-Ⅳ
５

会報拝見
Part-Ⅳ
６

東
京
塩
沢
会

�

会
長・高
橋�

幹
夫

東京中之島会々報
NO.58

2024年２月

首都圏
つきがた会だより

第 26 号
令和６年（2024年）
２月10日

東京しおざわ
東京塩沢会会報
第 31 号

令和６年（2024年）
１月１日

（�8�）



会 員 各 位

令和６年４月吉日

東京新潟県人会 会長　小林　保廣

第 114 回　令和６年度定時総会開催について

会員の皆様には、ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。

平素より、本会につきましてご理解とご支援を賜り、厚く御礼申し上げます。

さて第 114 回（令和６年度）定時総会を下記の通り開催いたします。

何卒ご出席いただきたく、ご案内申し上げます。

なお、総会終了後、懇親会を開催いたします。

記

日　　時　　　令和６年５月 18 日（土）

　　　　　　　受付時間……………午前 10 時 30 分より

　　　　　　　総会開始……………午前 11 時より

　　　　　　　懇 親 会……………12 時 30 分より

会　　場　　　東京新潟県人会館　２階ホール

議　　案　　　「令和５年度事業報告」「令和５年度決算（案）並びに監査報告」

　　　　　　　「役員改選」「令和６年度事業計画（案）並びに予算（案）」他

会　　費　　　懇親会出席者のみ 3,000 円（当日、会場にてお支払いください）

問合せ先　　　東京新潟県人会 事務局　電話 03-3832-7619　FAX 03-3832-7639

　　　　　　　e-mail：info@niigatakenjinkai.com

お申込み　　　 折り込みのお申込みはがきに 63 円切手を貼付の上ご投函ください

お申込み〆切　令和６年５月 10 日（金）必着

 以上

（ 9 ）



7月の「卓話の時間」　開催予告

２
月
度
会
館
利
用
状
況

１
日
㈭	

第
四
回
推
薦
委
員
会

２
日
㈮	
東
京
十
日
町
会
ぺ
ん
く
ら
ぶ

	
	

村
上
高
校
同
窓
会
関
東
支
部

	
	

草
木

３
日
㈯	

一
般
社
団
法
人	O

CT
O
PU
S

	
	

東
京
津
南
郷
会

	
	

加
茂
農
林
高
校
同
窓
会

	
	

東
京
浦
川
原
会

４
日
㈰	

首
都
圏
み
し
ま
会

	
	M
O
M
EN
T

写
真
ク
ラ
ブ

	
	

首
都
圏
六
日
町
会

５
日
㈪	

（
一
社
）国
際
環
境
研
究
協
会

６
日
㈫	

正
副
会
長
会
常
務
理
事
会

８
日
㈭	

ふ
る
さ
と
上
越
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

	
	

新
潟
大
学
首
都
圏
同
窓
会

９
日
㈮	

国
際
環
境
研
究
協
会

	
	

佐
渡
を
世
界
遺
産
に
す
る

	
	

首
都
圏
の
会

	
	

草
木

	
	

歌
声
ク
ラ
ブ

	
	

広
報
委
員
会

10
日
㈯	

文
化
委
員
会

	
	

し
ば
た
豊
浦
会

	
	

東
京
牧
村
会

	
	

新
潟
県
立
直
江
津
高
校
・

	
	

中
等
教
育
学
校
同
窓
会

	
	

関
東
支
部

	
	

第
36
回
文
化
講
演
会

	
	

東
京
出
雲
崎
会

	
	

村
松
高
等
学
校
東
京
同
窓
会

11
日
㈰	

一
般
社
団
法
人
日
本

	
	

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
協
会

	
	

東
京
加
茂
郷
人
会

13
日
㈫	

三
洋
電
機
洋
友
会

14
日
㈬	

三
洋
電
機
洋
友
会

15
日
㈭	

桂
歌
助
　
一
笑
会

事務局からのお知らせ

	
	

霞
が
関
新
潟
会
と
の

	
	

　
意
見
交
換
会

16
日
㈮	

女
性
委
員
会

	
	

（
株
）ア
イ
テ
ィ
ー
プ
ロ
デ
ュー
ス

17
日
㈯	

城
下
町
新
発
田
会

	
	

東
京
松
之
山
会

	
	

よ
も
ぎ
会

	
	

業
種
間
交
流
会

	
	

東
京
塩
沢
会

	
	

村
上
高
校
同
窓
会
関
東
支
部

	
	

東
京
松
代
会

	
	

六
日
町
高
校
東
京
同
窓
会

18
日
㈰	

佐
渡
お
け
さ
踊
り
隊

	
	

お
け
さ
友
愛
会

19
日
㈪	
新
潟
お
け
さ
会

20
日
㈫	

（
一
財
）台
湾
協
会

	
	

三
洋
電
機
洋
友
会

	
	

三
遊
亭
圓
馬
一
門
会

21
日
㈬	

共
創
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

	
	

新
年
祝
賀
会
　
委
員
会

	
	

反
省
会

22
日
㈭	

お
け
さ
ク
ラ
ブ

	
	

組
織
委
員
会

23
日
㈮	

星
海
ケ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

	
	

花
實
短
歌
会

24
日
㈯	

星
海
ケ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

	
	

三
ヶ
校
友
会

	
	

シ
ャ
ト
ル
の
会

	
	

あ
み
ぐ
る
み

25
日
㈰	

首
都
圏
岩
室
だ
い
ろ
会

	
	

東
京
良
寛
会

	
	

小
千
谷
高
校
舟
陵
会

	
	

若
波
会

26
日
㈪	

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会

27
日
㈫	

三
洋
電
機
洋
友
会

	
	

財
団
理
事
会

28
日
㈬	

（
一
社
）国
際
環
境
研
究
協
会

	
	

首
都
圏
つ
き
が
た
会

29
日
㈭	

首
都
圏
え
ち
ご
蒲
原
会

県
人
会
・
郷
人
会
の
動
き

◎
東
京
塩
沢
会

総
会
・
懇
親
会

　会
長
：
髙
橋 

幹
夫

　日
時
：
令
和
６
年
４
月
７
日（
日
）

　
　
　
　
11
時
～

　会
場
：
上
野
精
養
軒

　電
話
：
０
３-

３
８
２
１-

２
１
８
１

◎
首
都
圏
佐
渡
新
穂
会

第
14
回
総
会
・
懇
親
会

　会
長
：
河
原 

清

　日
時
：
令
和
６
年
４
月
７
日（
日
）

　
　
　
　
12
時
～

　会
場
：
ス
ク
ワ
ー
ル
麹
町
　
３
階

　
　
　
　「
錦
華
の
間
」

　電
話
：
０
３-

３
２
３
４-

８
７
３
９

◎
東
京
寺
泊
会

第
69
回
東
京
寺
泊
会
懇
親
交
流
会

　会
長
：
橋
本 

寛
二

　日
時
：
令
和
６
年
４
月
19
日（
金
）

　
　
　
　
13
時
～

　会
場
：
東
天
紅
　
上
野
店

　電
話
：
０
３-

３
８
２
８-

５
１
１
１

ク
ラ
ブ
活
動
の
ご
案
内

◎
お
け
さ
ク
ラ
ブ

代
表
：
河
野
テ
ル
子

問
い
合
わ
せ
：

	

０
９
０-

５
２
０
９-

６
２
３
９

日
時
：
４
月
８
日（
月
）13
時
30
分
か
ら

会
場
：
県
人
会
館
２
階
ホ
ー
ル

日
時
：
４
月
25
日（
木
）13
時
30
分
か
ら

会
場
：
県
人
会
館
２
階
ホ
ー
ル

お
詫
び
と
訂
正

３
月
号
に
掲
載
記
事
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し

ま
す
。

P7【
誤
】
岡
田
紅
葉

【
正
】
岡
田
紅
陽

P9【
誤
】
里
見
敦

【
正
】
里
見
弴

◎
歌
声
ク
ラ
ブ

代
表
：
柳
　
政
直

問
い
合
わ
せ
：

	

０
９
０-

３
５
４
４-

３
７
６
８

日
時
：
４
月
12
日（
金
）14
時
か
ら

会
場
：
県
人
会
館
２
階
ホ
ー
ル

※	

毎
月「
第
２
週
目
金
曜
日
」に
実
施

予
定
で
す
。

【卓話者】 齋藤　信夫 氏（山平会会長）	 【開催日時】 令和６年７月９日（火）15：00 ～ 17：00
【会　場】 東京新潟県人会館 ２階ホール	 【申 込 み】 東京新潟県人会  事務局（電話：03-3832-7619）

テーマ：「ただひたすら真剣に ～齋藤信夫の人生～」

新入会員のご紹介２月分新入会員のご紹介２月分（敬称略）（敬称略）
（出身地は合併前の名称も使っています）

会員名 出身地 紹介者

田宮 豊 村上市

若井 浩一 松代町蓬平 若井 謙一

佐々木 美幸 村上市 細井 ミツ子

登石 記代 長岡市寺泊町 登石 正中

小池 共子 事務局

（	10	）



5 月の「卓話の時間」開催案内！

開催日時：令和６年５月 14 日（火）15：00 ～ 17：00

受　　付：14：30 ～　定員 70 名

会　　場：東京新潟県人会館　２階ホール

申 込 み：東京新潟県人会　事務局
　　　　　　（電話：0 3 - 3 8 3 2 - 7 6 1 9）

会　費：（茶菓代）500 円

【卓話者】

梅田　邦夫 氏

テーマ：「日本にとってのベトナムの重要性」（仮題）

「日本にとってのベトナムの重要性」（仮題）というテーマの
下、安全保障分野での重要性（ベトナムと米国、中国、韓国、
台湾との関係等）、ベトナム人材の貢献（人口減と外国人労
働者）、経済関係など。

	 令和６年４月吉日

会員各位
	 東京新潟県人会
	 会長　小林保廣

令和６年度　年会費納入について（お願い）

謹啓　時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。
平素は格別のお引き立てに預かり誠に有難うございます。
当会発展のためにひとかたならぬご厚情を賜り重ねて心より感謝申し上げます。
さて令和６年度の開始にあたり、年会費のお振込みをお願いいたします。
お振込み方法として例年会報誌４月号に振込用紙を同梱いたしておりましたが、本年度は皆さま
の会報誌発送ご登録住所に郵送させていただきます。
なお振込用紙につきまして現金でのお振込みの場合、振込制度変更により、現金振込手数料が掛
かりますのでご注意下さい。
ご不明な点等ございましたら、事務局までご連絡をお願いいたします。
	 謹白

	 東京新潟県人会　事務局
	 〒110-0005　東京都台東区上野１-13-6
	 TEL：03-3832-7619　FAX：03-3832-7639

現外国人材共生支援全国
協会（NAGOMi）副会長、
元ブラジル /ベトナム大使

（	11	）



正
副
会
長
会（
２
月
定
例
）

令
和
６
年
２
月
６
日（
火
）

一
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
確
認

二
、
１
月
議
事
録
確
認

三
、
予
算
執
行
状
況
報
告

四
、
令
和
６
年
度
予
算
案
に

つ
い
て
、
財
務
担
当
副
会

長
よ
り
広
告
減
少
、
約

50
万
円
の
赤
字
と
説
明

五
、
役
員
推
薦
委
員
会
よ
り

副
会
長
と
監
事
の
候
補
者

が
決
定
、
会
長
候
補
者
に

就
任
依
頼
を
行
う
と
報
告

六
、
新
年
祝
賀
会
は
若
干
の

黒
字
計
上
で
終
了
。
反
省

会
を
21
日
４
時
ら
開
催

七
、
能
登
半
島
地
震
の
見
舞

金
は
新
年
祝
賀
会
で
34
万

円
余
、
が
集
ま
っ
た
、
越

後
獅
子
の
会
分
と
合
わ
せ

県
東
京
事
務
所
に
持
参

常
務
理
事
会（
２
月
定
例
）

令
和
６
年
２
月
６
日（
火
）

一
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
確
認

二
、
１
月
議
事
録
確
認

三
、
正
副
会
長
会
議
報
告

四
、
各
委
員
会
報
告

財
団
理
事
会（
２
月
定
例
）

令
和
６
年
２
月
28
日（
水
）

一
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
確
認

二
、
１
月
議
事
録
確
認

三
、
予
算
執
行
状
況
報
告

四
、
文
化
講
演
会
収
支
報
告

五
、
理
事
改
選
に
つ
い
て
理

事
長
提
案
の
推
薦
規
則
案

が
提
示
。
文
言
の
変
更
と

案
文
の
変
更

六
、
理
事
に
つ
い
て
３
月
半

ば
ま
で
に
候
補
者
を
推
薦

七
、
境
界
測
量
に
つ
い
て

　
調
査
を
実
施
し
て
い
る
株

式
会
社
ア
グ
リ
ー
ド
か
ら

現
在
ま
で
の
報
告
と
今
後

の
対
応
に
つ
い
て
説
明

　
質
疑
応
答
の
結
果
、
隣
地

境
界
の
立
会
い
を
行
っ
て

境
界
を
画
定
す
る
と
共
に

法
務
局
に
地
籍
の
変
更
登

記
を
行
う

広
報
委
員
会（
２
月
定
例
）

令
和
６
年
２
月
９
日（
金
）

一
、
新
年
祝
賀
会
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
に
つ
い
て
榊
委
員

か
ら
８
名
の
回
答
が
あ
っ

た
と
報
告
が
あ
り
内
容
分

析
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で

行
っ
た

二
、
会
報
誌
の
現
況

・
３
月
号
の
進
行
状
況

・
４
月
号
の
編
成
進
行
予
定

・
新
年
度
の
基
本
計
画
素
案

に
つ
い
て
説
明

・
２
月
号
の
反
省

三
、
５
年
度
下
期
の
総
括

四
、
会
報
誌
配
送
に
つ
い
て

ヤ
マ
ト
運
輸
配
送
料
値
上

げ
。
対
応
と
し
て
第
三
種

郵
便
を
利
用
と
事
務
局
説

明
、今
後
作
業
内
容
の
確
認

五
、
成
田
委
員
退
任
の
申
出

文
化
委
員
会（
２
月
定
例
）

令
和
６
年
２
月
10
日（
土
）

　
第
36
回
文
化
講
演
会
開
催

81
名
の
方
に
ご
聴
講
頂
き

盛
会
裡
に
終
演

　
春
日
講
師
を
囲
む
会
も
盛

大
で
懇
親
を
深
め
た

女
性
委
員
会

令
和
６
年
２
月
16
日（
金
）

一
、
女
性
委
員
会
の
新
し
い

取
り
組
み
と
し
て
会
員
の

皆
様
や
一
般
の
方
々
に
興
味

を
も
っ
て
参
加
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
企
画
を
作
成

二
、
企
画
の
詳
細
に
つ
い
て

は
今
後
検
討

組
織
委
員
会

令
和
６
年
２
月
22
日（
木
）

令
和
６
年
度
事
業
内
容
検
討

一
、
た
の
し
さ
、
生
き
が
い
、

会
員
増
に
通
ず
る
イ
ベ
ン

ト
懇
親
を
年
３
回
実
施

二
、
対
象
者
　
県
人
会
員
・

会
員
外
・
郷
人
会

第
１
回
事
業
内
容

　
６
月
30
日
（
日
）
県
人
会

ホ
ー
ル
に
て
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
に
よ
る
健
康
体
操

と
デ
ィ
ス
コ
ダ
ン
ス
会
参

加
募
集
人
員
50
名
予
定
　

素
案
作
成
担
当
林

　
詳
細
打
合
せ
４
月
４
日

会

議
・
委

員

会

報

告

　
本
年
１
月
１
日
石
川
県
の
能
登
半
島
に
て
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7.6
と
い
う
直
下
型
地
震
が
発
生

い
た
し
ま
し
た
。
内
陸
部
で
発
生
す
る
地
震
と

し
て
は
ま
れ
に
み
る
大
き
さ
で
近
隣
で
あ
る
新

潟
県
も
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
能
登
半

島
被
災
が
注
目
を
浴
び
る
な
か
東
京
で
は
新
潟

の
惨
状
を
詳
し
く
知
る
す
べ
も
な
い
中
で
県
東

京
事
務
所
等
か
ら
新
潟
の
被
災
を
聞
き
県
人
会

と
し
て
令
和
６
年
１
月
27
日
椿
山
荘
で
行
っ
た

新
年
祝
賀
会
に
て
義
援
金
募
金
を
呼
び
掛
け
、

会
館
事
務
局
に
募
金
箱
を
設
置
す
る
な
ど
募
金

活
動
を
致
し
ま
し
た
。
ま
た
広
報
誌
に
て
多
く

の
方
々
に
呼
び
掛
け
を
致
し
ま
し
た
。
そ
の
中

越
後
獅
子
の
会
鈴
木
忠
夫
会
長
と
田
中
筆
頭
副

会
長
か
ら
越
後
獅
子
の
会
総
会
新
年
会
で
集
め

ら
れ
た
義
援
金
（
４
２
７
，０
０
０
円
）
を
県

へ
送
る
こ
と
の
依
頼
を
受
け
、
廣
川
副
会
長
、

佐
藤
副
会
長
と
で
を
お
預
か
り
致
し
ま
し
た
。

ま
た
東
京
関
原
会
か
ら
も
寄
付
を
い
た
だ
き
総

額
80
万
円
を
２
月
29
日
廣
川
副
会
長
、
佐
藤
副

会
長
が
代
表
と
し
て
新
潟
県
東
京
事
務
所
へ
持

参
し
綱
島
東
京
事
務
所
長
に
お
渡
し
い
た
し
ま

し
た
。
東
京
新
潟
県
人
会
と
し
て
今
後
と
も
ふ

る
さ
と
で
あ
る
新
潟
の
支
援
活
動
の
一
助
に
な

る
よ
う
活
動
並
び
広
報
し
て
参
り
ま
す
。
ご
支

援
の
程
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

能
登
半
島
地
震

新
潟
県
の
被
災
者
へ
の
義
援
金

（ 12 ）



地区県人会・郷人会だより

去
る
令
和
５
年
11
月
12
日

（
日
）
新
潟
県
人
会
館
「
ふ

れ
あ
い
ふ
る
さ
と
館
」
に
お

い
て
令
和
元
年
11
月
以
来
４

年
間
コ
ロ
ナ
禍
で
閉
ざ
さ
れ

て
い
た
第
35
回
目
の
総
会
・

懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。当
日
は
会
員
及
び
来
賓
、

郷
里
松
里
地
区
の
み
な
さ
ん

含
め
総
勢
37
名
に
参
加
頂
き

大
変
楽
し
く
有
意
義
な
会
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た

総
会
の
役
員
人
事
で
は
長
年

大
変
ご
苦
労
頂
い
た
高
沢
悦

夫
会
長
か
ら
佐
藤
昭
尾
会
長

に
バ
ト
ン
が
渡
さ
れ
、
今
後

更
に
新
し
い
時
代
に
即
し
た

会
の
在
り
方
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
ふ
る
さ
と
会
の
醍
醐
味

は
何
と
い
っ
て
も
同
じ
郷
土

人
特
有
の
絆
で
気
兼
ね
な
く

参
加
で
き
語
り
合
う
こ
と
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

東
京
松
里
会
は
規
模
と
し

て
全
く
小
さ
い
で
す
が
、
な

ぜ
か
力
強
い
人
た
ち
が
多
い

越
後
獅
子
の
第
24
回
新
年

総
会
祝
賀
会
が
令
和
６
年
２

月
11
日
（
日
）
ベ
ル
セ
ゾ
ン

に
て
故
郷
十
日
町
関
口
市

長
、
地
元
朝
霞
富
岡
市
長
、

東
京
新
潟
県
人
会
廣
川
副
会

長
、
初
め
５
名
の
ご
来
賓
の

ご
臨
席
と
会
員
、
会
友
103
名

の
参
加
を
頂
き
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
出
し
物
は
、
笑
う

門
に
は
福
来
る
、
の
落
語
家

桂
歌
助
師
匠
の
落
語
で
会
場

を
笑
い
の
渦
の
中
で
賑
や
か

に
笑
い
の
祝
賀
会
に
な
り
ま

し
た
。

越
後
獅
子
の
会
で
は
７
年

前
、〝
繋
ご
う
獅
子
の
会
を

次
世
代
に
〟
を
目
標
に
青
年

部
を
立
ち
上
げ
、
各
行
事
を

共
有
し
な
が
ら
絆
を
深
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。
現
在
青
年

部
会
員
も
46
名
に
増
員
さ
れ

会
員
同
士
の
絆
も
で
き
青
年

部
の
リ
ー
ダ
ー
達
が
越
後
獅

子
の
会
の
近
未
来
を
真
剣
に

考
え
、
今
年
は
年
間
行
事
の

企
画
準
備
を
共
有
し
な
が
ら

青
年
部
に
越
後
獅
子
の
会
を

で
す
。
ふ
る
さ
と
に
残
り
ふ

る
さ
と
を
支
え
る
人
、
都
会

に
出
て
ふ
る
さ
と
を
思
い
、

少
し
で
も
そ
こ
に
携
わ
り
た

い
と
い
う
人
と
人
と
の
繋
が

り
の
会
で
す
。
一
年
に
一
度

の
再
会
の
場
と
し
て
新
会
長

の
元
、
２
０
２
８
年
の
40
周

年
に
目
標
を
立
て
た
い
と
思

い
ま
す
。

次
世
代
に
繋
ぐ
道
の
り
が
出

来
ま
し
た
。
今
年
の
新
年
総

会
、
祝
賀
会
の
両
司
会
も
青

年
部
リ
ー
ダ
ー
達
が
元
気
に

仕
切
り
会
場
を
な
ご
や
か
な

雰
囲
気
に
し
て
く
れ
ま
し

た
。
ま
た
壇
上
で
青
年
部
会

員
全
員
合
唱
が
青
年
部
の
躍

動
感
を
感
じ
ま
し
た
。

全
国
的
に
県
人
会
は
会

員
、
役
員
が
高
齢
化
の
課
題

を
抱
え
て
い
ま
す
。
人
生
100

年
時
代
、
高
齢
者
会
員
も
青

年
部
会
員
も
お
互
い
の
人
生

を
楽
し
む
の
が
県
人
会
越
後

獅
子
の
会
で
す
。

両
輪
バ
ラ
ン
ス
良
く
中
庸

の
精
神
で
会
の
運
営
が
大
事

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た

当
日
、
能
登
半
島
地
震
災
害

義
援
金
募
金
を
青
年
部
会
員

が
ま
ご
こ
ろ
愛
の
協
力
支
援

に
募
金
箱
を
持
っ
て
会
場
を

回
り
、
被
災
地
に
温
か
い
思

い
を
込
め
た
義
援
金
募
金

４
２
７
，０
０
０
円
の
義
援

金
を
預
か
り
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
早
速
東

京
新
潟
県
人
会
廣
川
副
会
長

に
義
援
金
を
渡
し
新
潟
県
に

県
人
会
義
援
金
と
合
わ
せ
て

渡
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
も
青
年
部
会
員
が
増
員

さ
れ
越
後
獅
子
の
会
は
飛
躍

の
年
に
な
り
ま
す
。

�

越
後
獅
子
の
会 

事
務
局

越
後
獅
子
の
会�

会
長
　
鈴
木�

忠
夫

第
24
回
新
年
総
会
祝
賀
会

日
時
：
令
和
６
年
２
月
11
日（
日
）11
時
30
分
～

会
場
：
ベ
ル
セ
ゾ
ン

東
京
松
里
会�

会
長
　
佐
藤�

昭
尾

令
和
５
年
度
総
会
・
懇
親
会

日
時
：
令
和
５
年
11
月
12
日（
日
）12
時
～

会
場
：
東
京
新
潟
県
人
会
館
ホ
ー
ル

（�13�）



粟島浦村

村上市

関川村胎内市
聖籠町

新発田市
阿賀野市

五泉市 阿賀町

新潟市

加茂市

田上町弥彦村
燕市

三条市見附市出雲崎町

刈羽村

柏崎市
長岡市

小千谷市 魚沼市

南魚沼市
十日町市

津南町

湯沢町

上越市

妙高市
糸魚川市

佐渡市

市
町
村

だ
よ
り

第
２
５
７
回

ふ
る
さ
と
新
潟

７
エ
リ
ア
に

点
在
し
て
い
る

色
々
な
情
報
を

お
届
け
し
ま
す

新潟市
北区 東区 中央区 江南区
秋葉区 南区 西区 西蒲区

佐
渡

佐
渡
島
エ
リ
ア

中
越
１

長
岡
・
柏
崎
エ
リ
ア

桃
の
花
見
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

�

（
刈
羽
村
）

◎
令
和
６
年
４
月
21
日（
日
）

に「
第
35
回
桃
の
花
見
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」が
開
催
さ
れ

ま
す
。
平
成
元
年
に
始
ま
っ

た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、江
戸

時
代
か
ら
栽
培
が
始
ま
り
１

７
０
年
を
超
え
る
歴
史
が
あ

る
刈
羽
村
の
特
産「
砂
丘
桃
」

の
普
及
・
振
興
を
目
的
と
し

て
、毎
年
４
月
中
旬
に
開
催

し
て
い
ま
す
。

◎
今
年
は
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト

会
場
が
産
業
・
観
光
複
合
施

設『
ぴ
あ
パ
ー
ク
と
う
り
ん

ぼ
』に
移
り
、ス
テ
ー
ジ
イ
ベ

ン
ト
や
出
店
と
桃
畑
と
の
一

体
感
が
高
ま
り
、よ
り
多
く

の
方
々
か
ら
桃
の
花
見
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

◎
桃
の
花
が
見
頃
を
迎
え
る

頃
に
は
、『
ぴ
あ
パ
ー
ク
と

う
り
ん
ぼ
』で
桃
畑
の
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
も
行
い
ま
す
。
暗

闇
の
中
に
幻
想
的
に
浮
か
び

上
が
る
桃
の
花
は
昼
間
と
は

ま
た
違
っ
た
表
情
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
刈
羽
村
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

刈
羽
村
産
業
政
策
課

☎
０
２
５
７-

４
５-

３
９
１
３

◎
紹
介
す
る
街
道
の
湯
は
、

共
同
浴
場
の
中
で
唯
一
露
天

風
呂
が
あ
り
、新
緑
の
湯
沢

の
自
然
を
堪
能
し
な
が
ら
入

浴
で
き
る
人
気
の
共
同
浴

場
。
夏
は
登
山
や
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
、冬
は
ス
キ
ー
を
楽
し

ん
だ
後
の
疲
れ
た
身
体
を
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
の
に
最

適
。

◎
す
ぐ
隣
の「
道
の
駅
み
つ

ま
た
」で
は
、地
元
の
物
産
品

が
購
入
で
き
る
。

◎
こ
れ
か
ら
の
季
節
に
ぜ
ひ

一
度
足
を
運
ん
で
ほ
し
い
。

泉
質
：
ア
ル
カ
リ
性
単
純
温

泉（
低
張
性
ア
ル
カ
リ
性
高

温
泉
）

効
能
：
神
経
痛
・
筋
肉
痛
・
痔

疾
・
冷
え
性
な
ど

新
潟
県
南
魚
沼
郡
湯
沢
町

大
字
三
俣
１
０
２
１

☎
０
２
５-

７
８
８-

９
２
２
９

料
金
　
大
人
　
600
円

こ
ど
も
　
250
円

（
４
歳
以
上
小
学
生
以
下
）

【
営
業
時
間
】10
時
～
21
時

（
最
終
受
付
20
時
30
分
）

毎
週
火
曜
定
休（
祝
日・年
末

年
始・お
盆
期
間
は
後
日
振
替
）

駐
車
場
60
台

中
越
２

魚
沼
・
十
日
町
エ
リ
ア

共
同
浴
場
　
街
道
の
湯

�

（
湯
沢
町
）

片
野
尾
歌
舞
伎

�

（
佐
渡
市
）

◎
４
月
21
日
に
、第
21
回
片

野
尾
歌
舞
伎
定
期
公
演
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

◎
プ
ロ
の
役
者
で
は
な
く
、

地
元
住
人
が
歌
舞
伎
を
演
じ

る
珍
し
い「
片
野
尾
歌
舞
伎
」

は
、明
治
時
代
に
旅
役
者
か

ら
地
元
住
民
が
芸
を
教
わ
っ

た
の
が
始
ま
り
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
戦
後
一
時
中
断
さ

れ
ま
し
た
が
、昭
和
53
年
に

復
活
し
て
か
ら
２
年
に
一
度

定
期
上
演
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
中
断
し
て

い
ま
し
た
が
、今
年
待
望
の

復
活
を
遂
げ
ま
す
。

◎
今
年
の
演
目
は『
絵
本
大

功
記
十
段
目
尼
ヶ
崎
庵
室
の

場
』。
明
智
光
秀
が
謀
反
を

決
意
し
て
か
ら
豊
臣
秀
吉
に

敗
れ
る
ま
で
の
物
語
の
一
部

を
演
じ
ま
す
。

◎
片
野
尾
歌
舞
伎
は
舞
台

セ
ッ
ト
か
ら
役
者
の
衣
装
ま

で
、地
元
の
人
た
ち
の
手
で

作
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
般
財
団
法
人 

佐
渡
文
化
財
団

☎
０
２
５
９-

５
８-

９
１
１
２

砂丘桃で花見はいかが
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下
越
１

村
上
・
新
発
田
エ
リ
ア

上
越

上
越
・
糸
魚
川
エ
リ
ア

◎
一
枚
の
丸
い
銅
板
を
い
ろ

い
ろ
な
金
鎚
で
叩
い
て
、素

敵
な
小
皿
を
つ
く
り
ま
す
。

「
た
く
み
」の
指
導
の
も
と
、

初
心
者
で
も
安
心
し
て
楽
し

め
ま
す
。

◎
ま
た
、燕
市
産
業
史
料
館

で
は
、講
師
を
務
め
る「
水
燕

鎚
工
会
」の
企
画
展
を
４
月

19
日
か
ら
５
月
19
日
に
開
催

し
ま
す
。
体
験
会
の
参
加
と

併
せ
て
、熟
練
の
職
人
に
よ

る
金
工
作
品
を
ご
堪
能
く
だ

さ
い
。

開
催
日：
２
０
２
４
年
４
月
28
日

（
日
）９
時
30
分
～
15
時（
約
１
時

間
）

体
験
料：小
皿
１
２
０
０
円
、

カ
ッ
プ
ソ
ー
サ
ー
１
２
０
０
円

（
入
館
料
別
途
必
要
）

定
員：最
大
７
名

（
１
日
20
名
限
定
）※
要
予
約

講
師：水
燕
鎚
工
会

会
場：
燕
市
産
業
史
料
館
　
体
験

工
房
館

予
約・問
合
せ：燕
市
産
業
史
料
館

☎
０
２
５
６-

６
３-

７
６
６
６

◎
上
越
名
家
と
は
、上
越
市

内
に
残
る
江
戸
期
の
大
庄

屋
・
庄
屋
ク
ラ
ス
の
歴
史
的

旧
家
４
邸（
白
田
邸
、瀧
本

邸
、林
富
永
邸
、保
阪
邸
）で

す
。
そ
の
文
化
財
と
し
て
の

重
要
性
を
広
く
知
っ
て
も
ら

う
た
め
、４
邸
共
同
に
よ
る

一
般
公
開
の
取
組
を
行
っ
て

お
り
、令
和
６
年
５
月
11
日

（
土
）・
12
日（
日
）に
春
の
一

斉
公
開
を
開
催
い
た
し
ま

す
。

◎
１
月
１
日
に
発
生
し
た
震

災
の
傷
跡
で
、一
時
は
公
開

を
自
粛
す
る
動
き
も
あ
り
ま

し
た
が
、現
状
を
知
っ
て
も

ら
い
つ
つ
、こ
れ
か
ら
の
事

を
考
え
て
い
き
た
い
と
い
う

思
い
も
あ
り
、開
催
を
決
め

ま
し
た
。

◎
一
斉
公
開
は
、ご
来
場
の
皆

様
と
交
流
で
き
る
貴
重
な
場

で
も
あ
り
、皆
様
に
と
っ
て

も
、趣
の
あ
る
建
造
物
を
間

近
に
ご
覧
い
た
だ
き
、歴
史

文
化
に
想
い
を
馳
せ
る
ひ
と

と
き
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

特
別
非
営
利
法
人

上
越
名
家
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局

☎
０
８
０-

４
３
２
５-

４
２
２
４

https://joetsu-m
eika.com

/
◎
新
津
は
信
越
本
線
、磐
越

西
線
、羽
越
本
線
が
交
わ
る

駅
と
な
っ
た
こ
と
で
、鉄
道

の
要
衝
と
し
て
発
展
し
て
き

ま
し
た
。

◎
新
潟
市
新
津
鉄
道
資
料
館

は
、「
鉄
道
の
街
」の
鉄
道
文

化
を
次
世
代
に
伝
え
た
い
と

い
う
地
元
の
願
い
か
ら
誕
生

し
た
施
設
で
す
。
２
０
０
系

新
幹
線
や
Ｃ
５
７
形
蒸
気
機

関
車
な
ど
の
実
車
の
ほ
か
、

鉄
道
の
歴
史
を
た
ど
る
貴
重

な
資
料
や
写
真
、看
板
な
ど

を
多
数
展
示
し
て
い
ま
す
。

◎
新
津
駅
近
く
の「
に
い
つ

鉄
道
商
店
街
」に
は
、Ｓ
Ｌ
の

動
輪
、蒸
気
機
関
車
が
デ
ザ

イ
ン
さ
れ
た
郵
便
ポ
ス
ト
な

ど
、ユ
ニ
ー
ク
な
ス
ポ
ッ
ト

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
の

で
、お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◎
４
月
29
日
、新
津
か
ら
会

津
若
松
ま
で
を
駆
け
抜
け
る

「
Ｓ
Ｌ
ば
ん
え
つ
物
語
」は
運

行
開
始
25
周
年
を
迎
え
ま

す
。
特
別
企
画
も
予
定
し
て

い
ま
す
の
で
、こ
の
機
会
に

「
鉄
道
の
街
に
い
つ
」に
お
で

か
け
く
だ
さ
い
。

新
潟
市
秋
葉
区
産
業
振
興
課

☎
０
２
５
０-

２
５-

５
６
８
９

下
越
２

新
潟
・
阿
賀
エ
リ
ア

鉄
道
に
関
す
る
ス
ポ
ッ
ト

が
た
く
さ
ん
あ
る

「
鉄
道
の
街
に
い
つ
」

�

（
新
潟
市
秋
葉
区
）

◎
瀬
波
温
泉
の
歴
史
は
、明

治
37（
１
９
０
４
）年
の
石
油

掘
削
中
に
湯
脈
を
掘
り
当
て

た
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

100
℃
を
超
え
る
熱
湯
が
36

メ
ー
ト
ル
の
高
さ
ま
で
噴
き

上
が
っ
た
と
い
わ
れ
、そ
の

前
夜
に
は〝
お
狐
様
〟が
コ
ン

コ
ン
と
鳴
き
、噴
出
を
知
ら

せ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

◎
豊
富
な
湯
量
と
高
温
の
源

泉
が
特
徴
で
、眼
前
に
広
が

る
日
本
海
か
ら
は
心
地
よ
い

波
音
が
聞
こ
え
、沈
み
ゆ
く

夕
日
に
郷
愁
が
か
き
立
て
ら

れ
ま
す
。
心
温
ま
る
旅
館
・

ホ
テ
ル
の
お
も
て
な
し
、良

質
な
湯
が
心
身
を
解
き
ほ
ぐ

し
、村
上
な
ら
で
は
の
美
味

や
美
酒
を
お
愉
し
み
い
た
だ

け
ま
す
。

◎
温
泉
街
で
買
い
物
や
食
べ

歩
き
を
楽
し
ん
だ
り
、砂
浜

や
松
林
を
の
ん
び
り
散
策
し

た
り
、点
在
す
る
足
湯（
無

料
）に
浸
か
っ
た
り
、い
ろ
い

ろ
な
楽
し
み
方
が
で
き
る
瀬

波
温
泉
。
こ
こ
で
し
か
味
わ

え
な
い
充
実
し
た
時
を
お
過

ご
し
く
だ
さ
い
。

村
上
駅
前
観
光
案
内
所

☎
０
２
５
４-

５
３-

２
２
５
８

瀬
波
温
泉�

開
湯
１
２
０

周
年
を
迎
え
ま
す
。

�

（
村
上
市
）

県
央弥彦

・
三
条
エ
リ
ア

鎚
起
銅
器
の

小
皿
づ
く
り
体
験

�
（
燕
市
）

上
越
名
家
一
斉
公
開

春
の
公
開

�

（
上
越
市
）
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石
川
雲
蝶「
再
評
価
」の

き
っ
か
け
と
な
っ
た
著
作

　
本
書
は
、新
潟
県
在
住
の
写 

真
家
・
木
村
尚
氏
が
、雲
蝶
作

品
に
興
味
を
持
ち
、１
９
９
１ 

年
か
ら
紹
介
記
事
を『
新
潟
日 

報
』に
連
載
。１
９
９
３
年
に 

出
版
。こ
の
初
版
本
が
き
っ
か

け
と
な
り
、多
く
の
埋
も
れ
て

い
た
雲
蝶
作
品
の
情
報
が
寄 

せ
ら
れ
、約
１
，０
０
０
点
の

全
雲
蝶
作
品
が
明
ら
か
に
。

　
こ
う
し
た
新
た
な
作
品
も

取
り
込
み
版
を
重
ね
、２
０
１

９
年（
令
和
元
年
）８
月
、［
増

補
改
訂
版
］が
出
版
さ
れ
た
の

で
あ
る
。

　
さ
ら
に
古
美
術
鑑
定
家
・

中
島
誠
之
助
氏
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ

レ
ビ
番
組
の
た
め
来
県
の
折
、

雲
蝶
作
品
を
見
て「
こ
れ
は
越

後
の
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
だ
」と

叫
び
、全
国
的
に
、大
き
な
話

題
と
な
っ
た
。

本
書
の
目
次
を
見
て
み
よ
う
。

―
―
石
川
雲
蝶
の
作
品
が
残
る

　
　
と
こ
ろ
、と
し
て
―
―

・
本
成
寺	

三
条
市
…
…
10

・
青
蓮
華
院	

三
条
市
…
…
14

　
…
…
…
…

・
林
興
庵	

長
岡
市
…
…
52

・
永
林
寺	

魚
沼
市
…
…
54

　
…
…
…
…

・
本
徳
寺	
燕
市
…
…
…
98

・
十
二
神
社	
加
茂
市
…
…
100

　
新
潟
県
の
10
市
町
、全
30

寺
院
・
神
社
が
、ず
ら
り
並
ん

で
い
る
。

・著
者
：
木
原
尚（
き
は
ら・た
か
し
）

新
潟
県
見
附
市
生
ま
れ

（
公
社
）日
本
写
真
家
協
会
会
員

・発
行
：（
株
）新
潟
日
報
事
業
社

〒950-8546

新
潟
市
中
央
区
万
代
３‐１‐１

T
E
L

：025-383-8020
FA
X

：025-383-8028

・
定
価
：
本
体
１
５
０
０
円
＋
税

・
印
刷
：
島
津
印
刷
株
式
会
社

・
刊
行
：2019.8.5

県
関
連
・
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
・
紹
介

県
関
連
・
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
・
紹
介

越
後
の
名
匠

  

石
川
雲
蝶

　
　
足
跡
と
作
品
を
訪
ね
て

　
　
　
　【
増
補
改
訂
版
】

	

木
原	

尚	

著

見
事
な
芸
術
作
品

極
採
色
の「
天
女
」

　
永
林
寺
は
、室
町
時
代
後
期
、 

竹
岩
全
虎
和
尚
に
よ
っ
て
創 

建
さ
れ
た
曹
洞
宗
の
名
刹
。

　
嘉
永
５
年（
１
８
５
２
年
）、

本
堂
再
建
の
際
、石
川
雲
蝶
が

参
加
、雲
蝶
の
代
表
作
と
も
い

え
る
様
々
な
彫
刻
が
施
さ
れ

た
。彫
刻
に
は
13
年
の
歳
月
が

か
け
ら
れ
、100
点
余
の
作
品
が

制
作
さ
れ
て
い
る
。

　
中
で
も
、本
堂
外
陣
廊
下
欄 

間
の「
龍
」・「
鳳
凰
」。内
陣

の「
鳳
凰
」。位
牌
堂
欄
間
の

「
天
女
」な
ど
は
、見
事
な
透

か
し
彫
り
と
極
彩
色
で
着
色

さ
れ
て
お
り
、芸
術
品
と
し

て
の
価
値
を
高
め
て
い
る
。

越
後
日
光
開
山
堂
と

別
名
で
呼
ば
れ
て
い
る
西
福
寺

　
天
文
３
年（
１
５
３
４
年
）

に
開
山
。芳
室
祖
春
大
和
尚

に
よ
っ
て
開
か
れ
た
西
福
寺

に
は
、そ
の
御
開
山
様
を
お
祀

り
す
る
開
山
堂
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
開
山
堂
は
、23
世
幡 

谷
大
龍
大
和
尚
に
よ
り
建
立

さ
れ
室
内
に
は
御
開
山
芳
室

祖
春
大
和
尚
と
曹
洞
宗
の
開

祖
で
あ
る
道
元
禅
師
を
中
央

に
し
て
、周
り
に
歴
代
の
ご
住

職
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。堂
内

外
に
は
石
川
雲
蝶
の
残
し
た

彫
刻
や
絵
画
が
至
る
所
に
施

〝
日
本
の
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
〟石
川
雲
蝶
を
求
め
て

　魚
沼
市
へ
の
観
光
の
旅

雲
蝶
作
品
の
宝
庫 

永
林
寺
・
西
福
寺（
開
山
堂
）へ

永林寺 外観

雲水龍 欄間

西福寺 外観開山堂 向拝

▶
鬼
退
治
仁
王
尊
咮
形

天女 欄間孔雀 欄間

さ
れ
て
お
り
、又
、本
堂
の
大

廊
下
の
床
に
は
雲
蝶
の
施
し

た
埋
め
木
が
多
数
施
さ
れ
て

い
ま
す
。そ
ん
な
と
こ
ろ
か

ら
、別
名「
越
後
日
光
開
山
堂
」

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

永林寺
新潟県魚沼市根小屋1765
TEL：025-794-2266
・JR堀之内駅からタクシー
 で５～７分
・関越自動車道堀之内IC
 より車で約５分

西福寺（開山堂）
新潟県魚沼市大浦174
TEL：025-792-3032
・JR浦佐駅または小出駅
 からタクシーで10～ 15分
・関越自動車道小出ICより
 車で約７分

（ 16 ）



◉
4
月
号
広
告
目
次

　
左
記
の
企
業
の
皆
様
に
は
大
変

な
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

二
幸
産
業
㈱
�
�
�
�
�
�
�
表
2

Ｇ
ｉ
ｎ
ｚ
ａ
会
計
事
務
所
�
�
�
17

ゆ
き
ぐ
に
信
用
組
合
�
�
�
�
�
17

新
潟
日
報
�
�
�
�
�
�
�
�
�
18

㈱
加
賀
田
組
�
�
�
�
�
�
�
�
18

㈱
八
海
山
�
�
�
�
�
�
�
�
�
18

ホ
テ
ル 

ジ
ュ
ラ
ク
ス
テ
イ
新
潟

�
�
�
18

第
四
北
越
銀
行
�
�
�
�
�
�
�
18

東
信
用
組
合
�
�
�
�
�
�
�
�
18

㈱
本
間
組
�
�
�
�
�
�
�
�
�
18

日
成
ラ
イ
フ
㈱
�
�
�
�
�
�
�
18

㈱
台
一
環
境
�
�
�
�
�
�
�
�
18

㈱D
I Palette

���
�
�
�
�
�
18

朝
日
酒
造
㈱
�
�
�
�
�
�
�
表
3

東
京
上
野
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル

��表
3

品
川
翔
英
�
�
�
�
�
�
�
�
表
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大
庄
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�
�
�
�
�
�
�
表
4

新
潟
縣
人

二
〇
二
四
年
四
月
号

定
価
三
〇
〇
円 （
送
料
別
）

発
行 

東
京
新
潟
県
人
会

編
集 

東
京
新
潟
県
人
会
広
報
委
員
会

〒
一
一
〇
―
〇
〇
〇
五

東
京
都
台
東
区
上
野
一
―
十
三
―
六

電
話 

○
三（
三
八
三
二
）七
六
一
九
番

Ｆ
Ａ
Ｘ 

○
三（
三
八
三
二
）七
六
三
九
番

振
替 

〇
〇
一
六
〇（
四
）六
二
七
二
四

名
義 

東
京
新
潟
県
人
会

印
刷 

㈱D
I Palette

　
　  

東
京
都
中
央
区
晴
海
一
―
八
―
十 

晴
海
ア
イ
ラ
ン
ド 

ト
リ
ト
ン
ス
ク
エ
ア 

オ
フ
ィ
ス
タ
ワ
ー
Ｘ
棟
40
階

編

集

後

記

　
４
月
・
卯
月
・april

　
季
節
暦
「
24
節
気
・
72
候
」
は
、

春
分
の
末
候
（
３
・
30
～
４
・
３
） 

「
桜
始
め
て
開
く
」
か
ら
清
明
の

初
候
（
４
・
４
～
８
）「
菜
の
花
金

を
布
く
」へ
。
愈
々
花
々
が
咲
き
、

生
命
が
輝
く
季
節
の
到
来
で
す
。

　
本
号
４
月
号
の
表
紙
は
新
潟
県 

の
花
・
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
。
胎
内
市

か
ら
ご
提
供
頂
き
ま
し
た
。

　
又
、本
文
に
は「
会
報
拝
見
」の 

本
年
の
第
２
回
・
３
誌
の
登
場
。

当
県
人
会
の
コ
ア
組
織
「
郷
人
会
」 

発
行
の
こ
れ
ら
の
「
会
報
」
群
は
、

本
誌
・『
新
潟
懸
人
』
と
と
も
に
、

県
人
会
全
体
の
「
広
報
体
系
」
の

大
切
な
一
翼
を
担
っ
て
い
ま
す
。

 

（
広
報
委
員
長 

樋
口 

高
士
）

事業継承（親族、従業員、外部）・Ｍ＆Ａ・事業再生に関わるご相談、
何なりとどうぞ‼（初回無料です）

パソコンでも
スマホでも

会議室の予約はウェブで会議室の予約はウェブで

ＰＣ版は県人会のウェブから

本 店
住所 新潟県南魚沼市塩沢1198
TEL 025-782-1151

本 店
住所 新潟県南魚沼市塩沢1198
TEL 025-782-1151

本 店
住所 新潟県南魚沼市塩沢1198
TEL 025-782-1151

本 店
住所 新潟県南魚沼市塩沢1198
TEL 025-782-1151
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本　　社　新潟市中央区万代 4 丁目 5 番 15 号
　　　　　TEL ０２５- ２４７- ５１７１

　　代表取締役社長　市　村　　稿　
東京支店　東京都新宿区中里町 29 番地 3
　　　　　TEL ０３- ５２０６- ５６６０

　　執行役員支店長　宮　澤　稲　夫

創ります。人と自然と文明の共存を。

株式会社 本間組
新潟本社　〒951-8650 新潟市中央区西湊町通三ノ町 3300‐3
 TEL　025‐229‐2511（代表）
東京支店　〒101-0033 東京都千代田区神田岩本町４
 TEL　03‐3256‐0921（代表）
　ホームページアドレス　http://www.honmagumi.co.jp

＜【横型】名刺広告（カラー指定）＞ 

 
地域によりそう。 

地域にこたえる。 
地域をうごかす。 

〈東京支店・東京中央支店〉 
中央区日本橋室町 1－6－5(だいし東京ビル 3・4階) TEL 03(3270)4441 

〈池袋支店〉 
豊島区東池袋 3－4－3(NBF池袋イースト 10階)   TEL 03(3981)8221 

東京本部 〒104-6040  東京都中央区晴海1-8-10  晴海アイランド
  トリトンスクエア オフィスタワーＸ棟40階  TEL 03-6671-8284
HPアドレス https://www.dip.co.jp/

本　　社 〒950-8724  新潟市中央区和合町２丁目４番１８号  第一和合ビル
 TEL 025(285)7161㈹ 〈企画開発本部〉

2024年1月1日より、株式会社第一印刷所は

「株式会社DI Palette」に
社名（商号）を変更しました。

ディーアイパレット

今を知る。明日につながる。

毎朝 5時に紙面を配信！
「新潟日報電子版」お申し込みはこちら

東京支社 / 東京都千代田区内幸町 2 丁目 2 番 1 号
日本プレスセンタービル 2 階   TEL.03-5510-5511

e-mail：daiichi-kankyo@mx1.alpha-web.ne.jp
本　社　東京都世田谷区代田 6－6－9－1A　☎03（3468）4114㈹

●　環境ダイイチ　あなたの為に!!

社　長　金　子　秀五郎（燕市出身）

ゴキブリ、ダニ、南京虫、ネズミ
白アリ、樹木害虫、除草作業

衛生害虫駆除請負
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飲
酒
は
二
十
歳
に
な
っ
て
か
ら
。
お
い
し
く
適
量
を
。

新 潟 県 長 岡 市 朝 日 880 ― 1
T E L . 0 2 5 8 （ 9 2 ） 3 1 8 1

◆全室バストイレ付の個室（３～５名室が中心）
◆JR山手線御徒町駅徒歩５分、地下鉄湯島駅徒歩１分
◆秋葉原電気街、上野公園、東京大学は徒歩５～１０分
料金は季節変動制のため、HPをご確認下さい。

所在地：東京都台東区上野1-13-6(東京新潟県人会館内)
TEL：03-6284-4357

東京上野ユースホステル
2021年新築OPEN！



東
京
新
潟
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人
会
　
事
務
局
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電
話
（
０
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）
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２
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７
６
１
９
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
３
）
３
８
３
２
―
７
６
３
９

新
潟
縣
人

　
　四
月
号（
第
八
三
六
号
）

令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
印
刷

　令
和
六
年
四
月
一
日
発
行（
毎
月
一
回
一
日
発
行
）

昭
和
三
十
二
年
一
月
十
日
第
三
種
郵
便
物
認
可

　第
二
甲
第
九
号


